
共
通
科
目

学術研究基礎

教育学基礎

キャリアデザイン

教育学特論

教育心理学特論

教育方法特論

教育評価特論

NQSAPインターンシップ

NQSAP融合研究演習

2年次 前期 2年次 後期 3年次 前期 3年次 後期1年次 前期 1年次 後期

アカデミック
キャリア特論Ⅰ

アカデミック
キャリア特論Ⅱ

生体機能学特殊研究
言語聴覚・摂食嚥下機能学特殊研究

高次脳機能学特殊研究
福祉人間工学特殊研究

地域・国際保健福祉学特殊研究

教員の指導を
受け論文作成

オリエンテーション
履修指導

研究倫理教育
 「eL CoRE」

博士論文
研究報告会I

博士論文
研究報告会II

研究指導 研究指導 研究指導 研究指導

学位論文審査会
・

最終試験

博士論文
研究報告会Ⅲ

心身機能学

福祉人間工学

生体機能学特殊講義

生体機能学特殊演習

コミュニケーション科学特殊講義

言語聴覚・摂食嚥下機能学特殊演習

コミュニケーション科学特殊講義

高次脳機能学特殊演習

福祉人間工学特殊講義

福祉人間工学特殊演習

地域・国際保健福祉学特殊講義

地域・国際保健福祉学特殊演習

地域・国際
保健福祉学

2025年度 博士後期課程医療福祉学専攻
保健学学位プログラムカリキュラムツリー

※       は必修。
※教育学基礎科目は、理学療法士、作業療法士の専門職教育に携わる意向のある
　学生向けの科目内容であるため、履修の際は注意が必要。
※NQSAPインターンシップは、学生ごとに実施時期が異なる。
　また、長期の実習を含むため、履修の際は注意が必要。
※NQSAP融合研究演習は、対面実施のため、履修の際は注意が必要。

専
門
科
目

トランスファラブル

★★★★★★★★★★

ディプロマ・ポリシー（DP）

【Science & Art】
保健・医療・福祉・スポーツ領域における最先

端の知識を体系的に理解できる。学術的・社

会的問題に対し適切な課題を設定し、自ら

の仮説を適切な手法を用いて検証できる。

得られた成果を世界に向けて発信すること

ができる。

【Teamwork & Leadership】
ダイバーシティ（多様性の尊重）の考えを基

盤に、異なる領域の専門家間の連携を促進

できる。

多様な領域の知識と技術を融合させること

で、関係する人々の成長を促し、共通の目標

達成を導くことができる。

【Empowerment】
豊かな人間性と高潔な倫理観を有している。

関係する人々の価値観・自己決断力・自己決

定権を尊重し、適切な支援を発展させること

ができる。

【Problem-solving】
幅広い教養と深い専門性を基盤に、学術的・

社会的問題の解決策を模索し続けることが

できる。

「理論と実践を往還する」思考を身に付けて

いる。

【Self-actualization】
学際的な学術・実践活動の価値を理解し、生

涯を通して持続的に自身を成長させること

ができる。

社会的・経済的価値を創出できるとともに、

将来を担う人材を育成する意欲を有する。

到達度評価

★　学位論文ルーブリック

★　DPルーブリック

★　ポートフォリオ（活動報告）


